
広報みあさづくり通信 平成30年5月号  

会員、協賛者の募集と  
会費の納入について   

市道等の草刈り作業に   
ご協力ください   

美麻地域つ＜り会議では、建設業協会、  

支所職員との協働により市道等の草刈り  

を行っています。今年の作業日は次のと  

おりです。皆さんのこ参加と通行される  

方のこ協力をお願いします。  

◆日時 6月16田（土）   

午前7時50分までに美麻支所集合   

作業は午前中で終了予定  

◆持ら物 草刈り機、かま等   

美麻地域つ＜り会議で一緒に地域つ  

＜りをしていただける団体、個人を募  

集しています。  

●会費の納入について   

会員の皆様へ、平成30年度の美麻地  

域づ＜り会議の会費（一団体・一個人  

会員当り500円）は、8月31日  

（金）までに事務局へ収めてください。  

●地域つ＜り活動協賛壱募集  

活動を応援、協芦していただける協賛  

青も募集しています。協賛金は、一口  

5干円からお受けしています。  

協賛いただいた方には、希望により次  

の特典があります。  
9月2［］に開催される自転車ロードレー  

ス大会の運営に携わっていただけるボラ  

ンティアを7月から奏♯します。皆さん  

のこ協力をお願いします。  

【お聞合せ】  

実行委員会事務局（市美麻支所産業  

建設係電話29－2311）  

ヨ 美麻総合福祉センター「梨嶺」  の利用者さんと、源流美麻太  

鼓の子供達が交流会を行いま  

した。一緒に太鼓を打った  

1．印刷機器等の利用料減免  

2．ホームページヘの協♯書  

ページの作成、更新支援  

3．地域づ＜り活動情報の送付   

協賛いただける方は、  

事務局（電話29－2311）までこ連絡  

＜ださい。  

り、お茶をいただきながらお話し  

したり、楽しいひと時を過こしま  

した。  

（源流身麻太鼓の会）   

7月号はPTA新聞「梨の木崎」  

と合併号での発行です。  

user
長方形

user
テキストボックス
（源流美麻太鼓の会）



広報みあさづくり通信 平成30年5月号   

「ハンターを狙え」′〉ただいま逃走中逆バージョン～   

今年も東海大学の内田先生と内田ゼ  

ミの学生さん10人が5月2日に美麻  

小中学校に来てくれました。今年は持  

久力と投げる力を強化するための運動  

を考えてきていただきました。   

東海大学の内田先生には、継続して  

きていただき今年で8年めになりまし  

た。毎年子ども違にいろんな運動を教  

えて下さり、それを素直に受け止め挑  

戦して行＜美麻の子ども達の成長に驚  

きと感動の言葉をいただいています。   

この恵まれた環境で地域の方達に理  

解し応援していただいている元気アッ  

プをこれからもよろし＜お厭いします。  

（元気アップ担当 武田 彰代）  

美麻地域づ＜り会議の総会を4月24日  

に開催し、以下の内容について承認、決  

定をいただきました。  

童ま宝旨1i正成クq童王l奮立♯報告  

4／24  地域つ＜り会議総会  

5／28  美麻地区運動会  

6／17  市道等道路草刈作業  

6／30′）7／5メンドシーノ訪問団来訪  

7／17  自転車ロードレース大会  

8／5  やまびこまつり参加  

美麻市・よっと＜れフェアー  

8／19  美麻社協ふれあいまつり  

8／28  美麻地区球技大会  

9／16  敬老会  

9／17  おやき恋訪・美麻市  

9／30  梨の木祭取材  

10／21・22美麻地区文化祭・美麻市  

11／11  ふるさと美麻会交流事業  

12／12  助成事業 市長報告  

2／3  先進地視察  

・学者融合事業 長野大学と協働授業  

・コミュニティカレンダーの発行  

・ホームページ 美麻wik＝蟄営  

・みあさっ子レストラン開催  

4．地域つ＜り活動促進事業  

214．734円  

11）会員活動支援事業（45β52）  

（2）学社融合事業（169β82）  

5．一般管理費  94β47円  

6．予備費  0円  

染筆帝   1＿26R．4A6円  

筆意只 正成只∩丘庶 主蓋計画   

地続事業の他、コミュ＝ケーションフッ  

ク更新と地域振興支援事業をおこないま  

す。  

③ 逃走中逆バージョン・ハ  

ンターを狙え  

ビブスをつけた学生さん達を  

追いか1丁こ新聞紙で作ったボー  

ルを投げて当てます。  

② フープを2つ使って的に  

当てる  

コツをつカlむと上手くパウン  

ドさせることが出来るように  

なりました。   

① アイスフレーキング（リ  

ズムでライン）   

音楽にあわせて簡単な運動  
をする前と後で気分がとう変  
わるのかをやってみました。  

■  

d．．可ほ赦3∩丘麿 毒草 r寺トHl  

l．情報発信事業  580β00円  

（1）広報誌等発行事業（420，000）  

（2）住民ディレクター事業（160，000）  

2．地域づ＜り調査研究事業  

450，000円  

（1）先進地調査研究事業（300，000）  

（2）特産品研究事業（150，000）  

3．交流促進事業  630，000円  

（1）やまびこまつり参加事業（13qOOO）  

（2）道の駅活性化・美麻市事業（25a∞α  

（3）定住促進・ふるさと交流事業  

（250，000〉  

4．地域つ＜り活動促進事業  

300，000円  

（1）会員活動支援事業（100，000〉  

（2）学社融合事業（200，000）  

去る5月12日に美麻地区で震度5弱  

の地震が観測されました。改めて災害に  

備え家族で取り組むべき主な対策を取り  

上げてみます。  

①家具の置き方をエ夫していますか？  

・家具は璧に固定する。  

・寝室や子供部屋には極力家具を置かず、  

置＜場合は、背の低いもので出入り口を  

ふさがないよう工夫する。  

・身近に懐中電灯、スリッパ、ホイッス  

ルを備える。  

②飲料、食料などの備蓄＋分ですか？  

・飲料 3田分（一人1日3βカ†目安）  

・非常食 3日分の食料（こ飯（アルファ  

米）ビスケット、板チョコ、乾パン等）  

・トイレットペーパー、マッチ、ろうそ  

＜、カセットコンロ等  

③非常用持ら出しパックの準備できてい  

ますか？（内容の例：人数分用意する）  

・飲料水、食料（カップ麺、缶詰、ビスケツ  

卜、チョコレート）・貴重品（預金通帳、  

印鑑、損金、健康保険証） ・救急用品  

（絆創膏、包帯、消毒液、常備薬）・ヘ  

ルメット、防災ずきん ・マスク、軍手  

・衣類、下着 ・毛布、タオル ・懐中  

電灯、携帯ラジオ、電池、携帯電話充電  

欝・使い捨てカイロ ・ウェットティッ  

シュ ・洗面用具・携帯トイレ  

・乳児のいるこ家族は、ミルク、紙おむ  

つ、ほ乳びんを用意する。  

④安否確認の方法は決まっていますか？  

・災害用伝言ダイヤル＝局番無し171  

・災害用伝言板＝携帯等で文字情報を  

登録、家族等が閲覧できる。  

⑤避難場所や避難経路、確認していま  

すカ＼？  

・市配布の「指定緊急避難壕所・指定  

避難所」により確認する。   

クq董王瘡臨写掬隼 r寺量圭1  

1．情報発信事業  495β36円  

（1）広報誌等発行事業（324，447）  

（2）住民ディレクター事業（171，489）  

2．地域づくり調査研究事業  

150，900円  

（1）先進地調査研究事業（137，100）  

（2）特産品研究事業 （13，800）  

3．交流促進事業  309，929円  

（1〉やまびこまつり参加事業（101，442）  

（2）道の駅活性化・美麻市事業（49，417）  

（3）定住促進・ふるさと交流事業  

（159，070）  

5．一般管理黄  

6．予備費  

80，000円  

7，000円  

計  2，047，000円  

い丁   

前川会長に継続をお願いすることにな  

りました。引き続きこ協力をお願いいた  

します。  
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